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ムガル帝国支配下のデカン地方におけるザミーンダール階層

末　広　朗　子

は　じ　め　に

　ムガル帝国のデカン支配に関連した文書には，ザミーンダールという雷葉が頻出する。こ

のことは，ムガル帝国のデカン在地支配において，ザミーンダールと呼ばれる階層が大きな

役割を果たしていたことを示している。しかしながら，このムガル帝国文書にザミーンダー

ルと記されている階層が，実際には，どのような階層なのかということはかならずしも明ら

かではない。

　ザミーンダールzamindarとは，ペルシア語で，「土地の所有者」を意味する。ザミーン

ダールは，ムガル帝国支配下の北インドでは，僻地に住み，貢納金を払う地方の首長（；

ペーシュカシー・ザミーンダール）と，国家による査定にもとづいて地税（mal　wajibi）

などを徴収し，それを国家に納入するザミーンダールとに大きく二分された。後者の権利

（ザミーンダーリー）は世襲的な権益であり，分割して売買することも可能であった

［Habib　1999；Siddiqi　1970；Hasan　1964］o

　しかしながら，ムガル蒔代のデカン地方でザミーンダールと呼ばれた階層に関する研究は

非常に乏しい。ムザッファル・アラムの砺究は，ムガル帝国とマラーター王國の間で動揺す

るザミーンダールの政治的立場を明らかにしているが，デカン地方のザミーンダールについ

て明確な定義づけを行っていない［Alam　l974］。ナエームの気脈も，北インドのザミーン

ダールの定義をそのまま用いて，カンデーシュ州やカルナータカのペーシュカシー・ザミー

ンダールのみに焦点をあてている　［Nayeem　1975，1996］。ヌルル・ハサンの研究も，デカ

ンのザミーンダールを主にペーシュカシー・ザミーンダールと捉えている［Hasan　1969］。

　したがって，デカン地方ではどのような在地支配層がザミーンダールと呼ばれ，彼らが在

地社会でどのような役割を果たしたのかという点は不明なままである。

　本稿では，ムガル時代のデカン地方においてザミーンダールと呼ばれた階層の性格を明ら

かにすることを目的とする。

1　ザミーンダール階層の分類

ムガル時代のデカン地方のザミーンダール階層は，大きく，（1）ムスリムの在地有力者，
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（2）ヒンドゥーの在地有力者層に分けられる1）。
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［Habib　1982：14A，　15A，　16A；Gazetter　1909：plate　41，　42，　43；Major　1900：4－8；　Mysore　1970：map］

（都布名）1．Galna　2．　Nasik　3。　Trimbak　4．　Mahagaon　5．　Chanda　6。　Sutonda　7．　Sangamner

8．　Shivner　9．　Shelgaon　10．　Dhole　11．　Varval　12．　Chaul　13．　Poona　14．　Rajgarh
15．　Chalisgaon　16．　Kaulas　17．　Ramgir　18．　Sholapur　19．　Naldurg　20．　Bidar　21．　Valabgonda

22．　Mangalveda　23．　Bijapur　24．　Almala　25．　Talikota　26．　Nosratabad　27．　Firuzabad

28．　Gulbarga　29．　Muzaffarnagar　30．　Chitapur　3i．　Kankurti　32．　Hyderabad　33．　Goa

34．Torgal　35．　Badami　36．　Kundera　37．　Dharwar　38．　Hubli　39．　Gadag　40．　Lakshmeshwar

4i．　Bankapur　42．　Koppal　43．　Kanakgiri　44．　Gangawati　45．　Jalihar　46．　Bhannur　47．　Raichur

48．Darur　49．　Kosigi　5e．　Biswapatan　51．　Kotturu　52．　Qamar　Nagar

（地域名）1．Ramnagar　E．Belgaum　賑．　Talkokan　W．　Telingana

1）　地名に関しては地図を参照。

　　Kadaの位置は不明。

3arnmon，　Harbans　Khera，　lseswar，　lslamgada，　Jarnira，　Nulvl，
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　1　ムスリムの在地有力者2）

　タルコーカンTaik6kanにはアスナーイー・イーサーAsna’i　‘lsaというムスリムのザ

ミーンダールが存在した。彼はシャハーブ・アル・ディーンShahab　a1－Dinと共にコンカ

ンで敵が所有する村を攻撃した〔PS田：Vl一　367，386］。

　カマル・ナガルQamar　Nagar（＝現在のクルヌール）のザミーンダールであるニーク・

ナーム・ハーンNek　Nam　Khanは，騎兵1000人，歩兵500人前どを所有していた。彼は，政

府に対して，郡のチャウキー（駅）の管理権を与えてくれるよう請願した［SDA：222　一　223］。

　スナイルSunair←Shivner）にはアブドゥル・カリーム‘Abd　a1－Karlmというザミー

ンダールがおり，ラーマ・ナガルRama　Nagarのザミーンダールのラーイェンドー

Rayend6と共に，トリンバクTrimbak城の包囲に参加した［SDA：185］。

　ドーレー・ペートDh61e　PethのザミーンダールであるハミードHamidには，後述する

ように，60ザート，20サワールのマンサブとジャーギールがアウラングゼーブから与えら

れた　［SDS：i86－7］。　ヴァルガルブVal‘gharb　（　・Valabgonda）にはアブド・アル・

ハーディー‘Abd　al－Hadi［SJD：no．　3980］というザミーンダールがおり，400ザート，300

サワールのマンサブ（位階）とジャーギールを与えられていた

　このように，ムスリムの在地有力者たちは，ザミーンダールとして在地支配体制に組み込

まれていた◎

　2　ヒンドゥーの在地有力者

　ザミーンダールの大多数は，ヒンドゥーの在地有力者であった3）。その中には，アーディ

ル・シャーヒー王国時代から存続した在地世襲役人層も含まれていたと考えられる4）。なぜ

なら，在地世襲役人の郷主がザミーンダールと呼ばれている事例が頻出するからである。

　アーディル・シャーヒー王国時代に創設されたシャーハドゥルグShahadurg老冠は，ム

ガル時代にはナルドゥルグNaldurg城区と呼ばれた［末広1999：107－1111。従来の在地世

2）人名から明らかにムスリムであるとわかる人物をムズリムのザミーンダールであると判断した

　が，彼らが外来のムスりムであるか，改宗によるムスリム（nau　muslim）であるかは不明。ネター

　ジー・パールカルNetaji　Palkarというマラーターの武将は，ムガルの家臣となり，改宗してム

　ハンマド・タリー・ハーンMullammad　Quli　Khanと改名したが，その後再びシヴァージーの元

　に戻り，ヒンドゥーに再改宗した［PSIH：VI－49，105；Ali　1997：179；Sardesai　1986：199，227］。

3）　ヒンドゥーのザミーンダールは，カンデーシュ州［SJD：no．428；SWD：97－98；PSIK：VI－

　321；PSIH：V王一2861，ベラール州［PSIH：VI－104，402，538，489；SJD：no．493，494；SWD：57｝，

　コンカン〔PSIH：VI－382，96］，スーラト［PSIH：VI一　62］，アウランガーバード州［PSIH：VI－

　377，302，461；SWD：95］，ビージャープール州［PSIH：VI－54，　446，　477，469；SCS：VI一　11］，ハ

　イダラーバード州［SDA：166］など，デカン地方全体に存在していた。

4）　在地世襲役人層とは，郷主Deshumukh，郷書記Deshpande，村長Muqaddam，村書記

　Kulkarni，市場地の長Sete，市場地の書記Mahalan，城砦警備員Naikwaφiなどからなる［深

　沢1972：9］。
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襲役人の家系のナルシング・ラーオNarsing　Raoは，その城区の新しい城主アウラング・

ベグが任命された際に，兄弟のハヌワントHanuwantと共にマンサブを授与されて，ザ

ミーンダールと呼ばれた［PSIff：V－151］。

　ナルドゥルグ城区の近郊にあるアルマラ郡の雑慮ジャーグデーヴJagdevも，ザミーン

ダールと呼ばれている［PSIH：V一　154］。ガダグ郡他の郷主であるハヌマント・ガウンダ・

バハードゥルHanumant　Gaunda　Bahadurは，政府のザミーンダールであるので，兵を送

るのに遅れることがないようにと命じられている［SCS：VI－15］。

　アーディル・シャーヒー王国がカルナータカ遠征の結果征服した地域の郷主の多くはムガ

ル支配下でも郷主として存続した。

　ダールワールDharwarは1686年のムガルによる征服後，ナシーラーバードNa＄irabad

という名称を与えられ，バンカープールBankaPUr・サルカールに編入された。そして，

1691年には，古くからの郷主である，ナルシング・ラーオNarsing　Raoに郷主幹が認めら

れた［SCS：VI－1］。シュプール暦1105年（西暦1704　一　05年）には，ナシーラーバード郡

のサルデーサーイー職が彼に与えられた［SCS：VF4］。

　ガダグ郡では，アーディル・シャーヒー王国末期に郷倉シュリーニヴァース・ヴェンカタ

ドリーShrinivas　Venkatadriが多くの地域のサルデーサーイ一嘗やナードガウンダ職を兼

任し，国から称号などを与えられる代わりに，軍役を行う存在となっていた［末広2001：

383］。王国の滅亡後も，国郡の郷主職は，彼と同じ家系出身の人物が継承した。1690年に

は，ガダグ郡の郷主兼バダヴィー郡のナードガウンダのクラーン・シュリーニヴァース

Kulan　Shrlnivasの甥であるシュリーバトShrlpatが貢納金を払って，ガダグ郡の郷牽連

兼バダヴィー郡のナードガウンダ職をムガル皇帝から授与された［PSIH：IIF　89］。

　アーディル・シャーヒー王国時代にゴータルG◎ta玉郡の郷主であったリンガン・ガゥン

ダLingan　Gaundaも同様に多くの世襲役人職を集積したが［末広2001：382］，その子孫ハ

ヌーナト・ガウンダHangnat　Gaundaには，ビスワパタン郡の郷主輪が与えられた

［PSIff　：　III一　31，　32］．

　ラクシュメーシュワルLakshmeshwar郡では代々問じ家系の人物が郷主であったが，

1675年からは，ハーン・ガウンダKhan　Gaundaという人物が郷主であり　［Chitnis　1974：

51］，彼はアウラングゼーブのために軍役に参加した。その後も同じ家系のものが代々世襲

役人職を継承してきた　［SCS：VI－56－76］。1690年1こはガダグ郡の郷主とハーン・ガゥン

ダ5）の間で村をめぐる争いが生じたが，参軍を条件にハーン・ガウンダに村が与えられた

［PSIH　：　III一　93］．

　このように在地世襲役人とザミーンダールの間に特別な区別はなく，アーディル・シャー

5）　このハーン・ガウンダとは先に述べたハーン・ガウンダ（3世）の子孫のハーン・ガウンダ

　（4世）である［Chitnis　l974：51］。
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ピー王国時代から存在した在地世襲役人がザミーンダールと呼ばれて支配に組み入れられて

いったと考えられる。

R　マンサブの授与

　マンサブ制は，ムガル支配の基本となった位階高度である。その原理は，（1）マンサブ

の等級は，10位から一万位まで全部で66段階となっている，（2）マンサブを授与する権

限は皇帝にある，（3）各マンサブダールは，ザート轟t数とサワールsawar数の二重の数

値を持ち，ザート数がそのままマンサブの等級をあらわす，（4）各マンサブダールのザー

トに対する給与は，ザートとサワール数の関係で支給されること，の4点である。ザート給

与の計算の仕方は統一的な方法によっておらず，給与はジャーギールと呼ばれる土地からの

税収の場合と，現金払いとがあった［小名1993］。

　マンサブの授与を希望するザミーンダールは皇帝に請願書を書いて送ることや，墨子に拝

謁を行った［PSIH：V－147；PSIH：Vl一・54，　302］。

　例えば，マンガルベーダManga｝vedaのザミーンダールのターナージーは，皇子ムアッ

ザムに拝謁した［PSIH：VI一　54］。サンガムネールのザミーンダールのラーウジーは，（1）

コンカンのターナダール職が与えられること，（2）150ザート，10サワールのマンサブが

与えられること，（3）敵から獲得した商品は税を免除すること，（4）1000人のマスカッ

ト銃兵bundeqchi6）を与えることを求めたが，マンサブが10Gザート，10サワールとされ

た以外は全て認められた［PSIH：VI一　302］。

　ザミーンダールたちに与えられたマンサブは以下の通りである。

【表】ザミーンダールに与えられたマンサブ（1）

史料番号（西暦） 人名（地名） ザート サワール 備　　　考

WMB一王II：

R99－402
i1693／7／4）

Chakna　Nayaka
iNo＄ratabad）

50GO 5000

PSIH：瓢一94
i1708／6／27）

Khan　Gaunda
iLakshmeshwar）

5000 5000 K農mBakhsh　7）を捉えたら，このマン

Tブと20万ルピーのイナームを与える

PSIH：VI－286
i1681／12／14）

Mukarra磁Petang　Rao 2000 1000 Gulshanabad（Nasik）に任命

SJD：no．524
i1644／8／21）

Raja　Saagra黒

iJammon）

1000 1000

PS欝：V王一151
i1709／5／4）

Narsing　Rao
iNaldurg）

700 200

同上 Hanuwant（㌶algurg） 王00 王00

6）bundgqchiとは，マスカット銃兵，ライフル銃兵などを意味する［MA：3573。

7）彼はアウラングゼーブの末子であり，1709　ai　Bahaditr　Shahとの後継者争いに敗れた。
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【表】ザミーンダールに与えられたマンサブ（2）

PS撫：V王一538 Tarnarwar　Singh 300 100

（1685／1／1） （Cha最d）

SJD：no．3980 Nithar　Begの息子‘Abd 400 300 250ザート250サワールに減額。

（1654／9／7） a1一耳adi　（Sangamnir） ジャー聾心ルはVel‘garb郡に880000

ダーム，K：anukher郡420000ダーム，

Bamina郡に202500ダーム

PSIH：VI－302 Rau葺（Sangamnir） 100 10

G682／9／6）

PS王H：Vi－376 Harkaran 80 20 Ma域ashir　K：hanの下で任務に就く。
（1682／1王／28） （Harbans　Khera）

SDS：186－7 耳amld，猛aronの息子， 60 2｛｝ Dhole　Pethのジャーギールダールに
（1653／12／8） 馳sanの兄弟 任命

PSIH：VI－337 ‘Ali（TalkokaRのチョウド 2GO 6G

（1682／8／11） リー8））

SDA：圭65－167 Badi　Pak　Sanbhi（Pethapura 50G 100 4ヶ月，1／4削減lo），新しい早撮地

（1687／9／5） 郡9）のチョウドリー） にジヤーギール

SJD：no．1王 Dhannal 500 400

（1634／2／8） （Chalisgaonの郷：主）

SDS　l　20 Dhannal 5GO 400 700ザート500サワールに増加。
（1653） （Chalisgaonの郷空） Telinganaにジャーギール与えられる。

WMB－m：392 Ped　Nayaka　（No§ratabad 患子Paエn　Nayakaを軍に派遣すれば
α658／6／5） のサルデーシュムク） マンサブが与えられる。

SWD：57 Udai　Raj（Shelgaon） 100

（1662／5／15）

SJD：no．55 Mahipat　Rai 400 200 400ルピーを王に贈る。

（1637／11β6） （SatwaRda）

斑　サルデーサーイー職の授与

　ザミーンダールには，ジャー隅一ルのほかに，サルデーシュムク（サルデーサーイー）職

などが得分権として与えられることもあったll）。シャー・アーラム帝の支配暦3年ジュマー

ダー・アル・アッワル月11日　（西暦1709年7月ig日）に，バサーデーヴ・ナーヤカ・ザ

ミーンダールBas2dev　Nayaka　Zamlndarに対して次のような勅令が発行された［WMB－

III：　653　ma　657］o

　　　勅令が発行された。ダール・アル・ザファル（勝利の家）・ビージャープール州

8）　チョウドリー一．とは，北インドでは郷主と同じ意味で用いられ，深沢は肺場地補佐職」として

　いるこ深沢1972：9］。

9）Pithapurとは，アンドラ・プラデーシュ州のベンガル湾側にある［Habib　1982：王5A］。

10）　アーディル・シャーヒー王国及びクトゥブ・シャーヒー王国出身者の俸給は1／4削滅される

　政策が取られていた。シャー・ジャハーン時代には，マンサプダールの帳簿上確立した額の何分

　の一をマンサブダールの額にするか決定するために月額表示法が取られた［小名1993：68－70］。

11）それぞれの郡には代々世襲役人が存在したので，ここで与えられたサルデーシュムク職とは，

　得分権として与えられたものであった［宋広1999：115］を参照。
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　　ハーヴェーリー。フィールーズナガル翠aveli　Flrttznagar　ewとムザッファルナガル

　　Mu聡f蛋arnagar郡のサルデーシュムクとサル・サルデーシュムクSar－Sar－Deshmukh

　　の職を，すべての村々からの役得（rusrkm），イナーム12＞，諸取り分（lawazima）と共

　　に，バサデーヴ・ナーヤカ・ザミーンダールBasadev　Nayaka　Zamindarの名で授与

　　した。端書に従って，その職務の必要事と，儀式を適切に行って，寸分も善行から外れ

　　るな。繁栄させて，禁止された税の徴収を行うな。（そうすれば）役得や，イナームや

　　諸取り分がより多く定められる。

　　　ハーキム（役人）たち，代官（muta＄§adi）たち，警察官（mashrif）たち，ジャー

　　ギールダールたち，徴税役人（kar6ri）たちは，彼を上記の地域のサルデーシュムク兼

　　サル・サルデーシュムクと承知して，役得とイナームと必要物を与えよ。‘Awarid－e

　　sultani13）とtakalif－e　diwanii4）は免除する。これについて，毎年サナド（証書）の更

　　新を要求するな。厳命と知れ。

　彼が役得を取ることができる11のマハル（地域）は，ハーヴェーり一・フィールーズナ

ガル郡，ニヤーウギーNiyaugi郡，カシャーイij　一K：asha’igi郡，バンヌーBannO郡，

コーナールK6na1郡，ジャリーハールJalihal郡，（1語不明）郡，アンクルAnkur郡，ダ

ルールDa煎r郡，ハルールHarar郡，ルスームRu舘m郡からなる15）。イナームとして与

えられた村は，ハーナープールKhanapitr村，コー二一ルKOtar村，サルナープール

Sarnapar村，マードゲリーMadgeri村，モラトMorat村，ナルコーカルNalk6kar村か

らなる16）。サナドの裏側に「彼はアーディル・ハーン（；アーディル・シャー）からの勅令

をもっている」と書かれていることから，彼が以前からその地のサル・デーシュムク職など

を与えられていたことがわかる17＞。

　ノスラターバード　（＝サガル）のザミーンダールであるペード・ナーヤカP6d　Nayaka

に対しては，次のような勅令がアウラングゼーブ帝から西ig　1658年6月5日に発行された

玉2）　イナームとはアラビア語で「贈り物」を意味するが，アーディル・シャーヒー王国では，免税

　かっ世襲で土地からの販り分を与えることを意味した［Willson　l885：217］。

13）　‘awar週atとは，特別の税金，または貢納金のことなので，‘awari弓at一一e　su1擁niとは，スルタ

　ンに対する特別な貢納金を意味すると考えられる£MA：354］。

14）　takalif－e　dlwaniとは，査定のときに土地の所有者に課せられる葬公式の税金を意味する

　［MA　：　376］0

15）　これらの地名のうち，ダルール，ジャリーハール，コシーギー（カシャーイギー），バーヌール（バ

　ンヌー）がライチュール近郊にあったことが確認できる　［Habib　1982；Major　1900：Gazetteer

　19e9］

16）　これらの地名のうち，モラト，マドゥゲリー，ハーナプールは現在のライチュール近郊の地名

　の中に確認できる［Mysore　1970：rnap］。

17）彼の祖先にあたるウルチ・ナーヤカUrch　Nayakaは，アーディル。シャーヒー王国時代はカ

　ナクギーり一K鋤akgiriの在地世襲役人であった〔WMB－III：657－662］。彼に対しては，戦功

　に対する報酬として，ガンガワティーGangawati郡ほか様々な地域の世襲役人職がアーディ

　ル。シャーヒー王国から与えられていた［WMB－III：657　一　658］。
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［WMB－III　：　392］　’8）o

　　　心心たちと仲間たちの柱，恩恵と好意にふさわしいペード・ナーヤカは王の恩恵によ

　　り栄誉を与えられているが，次のことを知るように。このとき，君主，世界征服者に

　　よって，その同輩と仲間たちの柱（憲ペード・ナーヤカ）の罪は許されて，ノスラター

　　バードのサルデーシュムキーSar　Deshmukiほかは規則に従って決められた。以前の

　　陛下の気高い勅令に従ってその岡輩たちの柱に回復するよう命じられた。

　　　次のようにすべきである。王の恩恵を期待して，自分の息子パーム・ナーヤカpam

　　Nayakaを安心して軍隊に送れば，王の慰めとマンサブが得られるだろう。即位暦1年

　　ラマザーン月4日に書かれた。

　さらにその孫であるチャクナ・ナーヤカChakna　Nayakaには，　ノスラターバード郡，

アルマラ郡，コンドゥラKondura郡，ターリコータTalik6ta郡，フィールーズナガル

Firitznagar郡，チュタープールChutaPOr　Pt，フィールーザーバードF玉razabad郡，テリ

ンガナの（1語不明）郡のサルデーサーイー職が与えられた［WMB－II工：399・一・402］。

　ラクシュメーシュワル郡のデーサーイー兼コッパル城区とフブリー郡のナードガウンダで

あるケチャン・ガウンダは，小カールドギーKardgi・サムトのイセースワールlseswar

村19）を，貢納金250ホンを払うことを条件に，金税目，全慣行的取り分と共にイナームとし

て与えられた［SCS：VI一　85］。その他にもイナームとラクシュメーシュワル郡のサルナー

ドガゥンダ職が与えられた［SCS：VI一　91］　20）。

　このように，ザミーンダールたちには，ジャーギールだけではなく，サルデーサーイー職

などの得分権iやそれに付随するイナームが与えられた。

W　保証書（カウル・ナーマqawl　nama）21）

ザミーンダールの請願を受けて，しばしば保証書が与えられた22）。

ナルドゥルグ城区近郊にあるアルマラ郡は，ムガル支配期には，ダール・アル・ザファル

18）　この勅令の前書きの下には，「もしムスリムになるならば宗教の兄弟となり，保護される。そし

　て不幸にも故国を失って敵になっても保護されている。ムスリムにならなければ残念である」と

　いう文句が書かれている。

19）　カールドギーという地名は現在のラクシュメーシュワル近郊にある£Bombay　1959：map］。

20）　彼に与えられたイナームは，ゴーランコープG◎ranl（6p村，チンワールChinwa1村（位置は

　不明），大袋に（穀物の）取り分，野菜税と布税と油とバーンと労役などである［SCS：VI－91］。

21）保証書とは，王やその他役人が，世襲役人の一定の権益や状態を保証するために書かれた公文

　書である〔深沢1972：14］。

22）　ラクシュメーシュワル郡とコッパル郡とフブリ一曲のナードガウンダのケチャン・ガウンダや

　［SCS：VI一　88］，　ビージャープール州の郷主兼バダヴィー郡のナードガウンダであるシュ1，　一＝．

　ヴァース・ヴェンカタドリーに対しても〔SCS：VI一　29］カウル・ナーマが発行された。
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（勝利の家）・ビージャープール州に編成された。アウラングゼーブ時代のアルマラ郡の郷主

はジャーグデーヴであった。彼の母親のニラーウNilauが，デーヴガーンウDevganw村

の村長が，ファウジュダールやジャーギールダールと共謀してジャーグデーヴの村を略奪し

たと皇帝に訴えたこPSIH：V一　154，155］。それに対して，ジャーグデーヴとニラーウに対し

て，安心して，ビージャープールに来るように保証書が出された［PSIH：V－156］。彼が役

人の悪行を心配した際にも，再びカウル・ナーマが発行された［PSIH：V一　157］。彼に対し

ては，農民を慰撫するための保証書も発行された。そして，自分の支配地域の耕作を盛んに

すると同時に，歩兵を集めて王のために供出するように命じられた［PSIH：V－153］23）。

　後に，同気のデーヴガーンウ村の村長が，ジャーグデーヴの所有していたサルムカッダム

の権利を侵害して，村を略奪したときにも再びカウル・ナーマが彼の名で与えられた

［PSIH：　V一　154　一　157］．

　フブリー郡では，バマスムリードBamasmuridという人物が2回村を荒廃させたので，

1723年11月18日に，デーオージー・ハヌマラスDe6ji　Hanumarasとヴィルパクシュ・

デーオージーVirpaksh　De醸という，フブリー郡の二人の凡主に対して，保証書が出され

て，税金を五年の累進課税で課すことが保証された〔SCS：VI一・12］24）。

V　ザミーンダールの職務

　1　軍役

　ザミーンダールの義務の中で最大のものは軍役であった。

　サンガムネールのザミーンダールのラーウジーは，マンサブを与えられると同時に，IOOO

人のマスカット出兵を割り当てられていたことから，ムガルのデカン遠征に参加していたこ

とがわかる　［PSIH：VI一　302］。カマル・ナガルのザミーンダールのニーク・ナーム。ハー

ンは，騎兵1000人，歩兵500人を率いて参軍することを希望していた［SDA：222－223］。

　マブサール・ハーンMabsar　Khanがトリンバク城を包臨した際には，ラーマナガル

Rama　NagarのザミーンダールのラーイェンデーオRayendeoとスナイルのザミーンダー

ルのアブドゥル・カリームが包囲に協力した［SDA：185］。

　タルコ一律ンのザミーンダールのアスナーイー・イーサーは，シャハーブ・アル・ディー

ンと共に1000人の歩兵を連れて参浮した［PSIH：VI一　367，386］。またバハードゥル・バー

23）歩兵一一人につき5ルピー，玉0人の長一人にっき6ルピー，100人物長に10ルピーを支払うよう

　に命じられた。

24）累進課税とは，初年に低い税を課し，奪々税金を上げて行く課税方法のひとつである。この場

　合は，シュプール暦l124年に玉70ルピー，1125年には195ルピー，1126年には220ルピー，

　1128年には270ルtf　一，1129年には295ルピーを課した。
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ンがタルコ一曹ンで城を築いたときには，その地のザミーンダールたちも協力した［PSIH：

VI一　382］　o

　ベラール州では，　州総督のジャーン・ベグ・ハーンJan　Beg　Khan配下のチャーンダ

Chandaのザミーンダールのラーム・シングRam　Singhとイスラムガダlslamgadaのザ

ミーンダールのデーンダールDendarに対して，皇子ムハンマド・アクバルが現れたら，追

跡して捕らえるようにという命令が出された［PSIH：VI一　402］25）。

　ノスラターバードのサルデーシュムクのペード・ナーヤカに対しては，愚子のパーム・

ナーヤカを参軍させればマンサブを与えると命じられた　［WMB－III：392］。その孫のチャ

クナ・ナーヤカに対しては，象の供出が命じられ，参賛すればイナーム村が与えられるとさ

れた。そして，ジャ一斑ールが与えられるまで2000ルピーが騎兵のために支払われ，5000

ルピーの現金やショールや馬が与えられた［WMB－IH：399－402］。

　ザミーンダールには，敵に関する情報をもたらす義務もあった。バグラーナBaglanaの

ザミーンダールは，皇子ムハンマド・アクバルの逃亡先についての情報をもたらした

［PSIK　：　VF　321］．

　ガダグ郡の工匠リンガン・ガウンダに対しては，デカン総督のハーン・ジャハーン・バ

ハードゥルKhan　Jahan　Bahadurから西暦1676年8月22日に命令が出されて，アーディ

ル・シャーヒー王圏の王シカンダル・アーディル・シャーを宰相アブドゥル・カリームから

救出するように命令が出された［PS田：III－29］26）。

　ビスワパタン郡の郷主に任命されたハヌーナト・ガウンダに対しては，IOO人の歩兵と50

人の騎兵を城主の元に送るように命じられ〔PSIH：III一　31］，彼の戦功に対しては賞賛の言

葉が送られた［PS田：III一　33コ。

　ビージャープール州のバダヴィー城とバダヴィー郡のナードガウンダであるシュリーニ

ヴァース・ヴェンカタドリーは，城に手兵を送って，反抗者を鎮圧した［SCS：VI一　25］。

彼は自分の代官を城において，騎兵と歩兵をファウジュダールに委ねなくてはならなかった

［scs：　vl一　2g］．

　ナルドゥルグ全区の郷倉ナルシング・ラ一巡に対しても，城を保護すること　〔PSIH：V－

i48］，軍隊をつれて皇帝に拝謁すること［PSIH：V－148，149，152］，夕一ナをカーム・バク

シュの軍隊から奪回することなどが命じられた［PS田：V－150］。

25）ムハンマド・アクバルはアウラングゼーブ帝の最も若い息子で，1681奪1月1日に自ら即位を

　宣言して，マールワーを中心にアウラングゼーブ帝に対して抵抗を続けた。

26）　アーディル・シャーヒー王国では，パフマニー王国と同様に，宮廷内部では，デカン派

　（Deccanl）と外国人派（afaqi）の間で紛争があった。王国末期には，宰相バース・ハーン・ハ

　バシーKha§K：han翠abashi（エチオピア人，デカン派）と，宰相アブドゥル・カリーム（アフ

　ガン人，外国人派）の間で内部抗争が起こり，前者が後者によって宰相位を追われたために，同

　じデカン派の将軍シャルザ・ハーンがムガルに助けを求めたので，このような命令が出されたと

　考えられる［Ghauri　1967〕。しかし，この内部抗争は王国の衰退を早める原因となった。
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　フブリー郡の郷主兼郷書記兼ナードガウンダのデーオージー・ハヌマラスは，反乱の鎮圧

に協力した報酬として，ナードガウンダ職と共に，地税100ホンのうちの一定の取り分など

を与えられた［SCS：VI－103。

　ラクシュメーシュワル郡と他のマハルのサル・ナードガウンダのハーン・ガウンダKhan

Gaundaは，敵マラーターの征討を行った報酬として，ソグヌールSognur村をイナームと

して与えられた［SCS：VI－79］2？）。

　2　治安の維持

　ナシーラーバードの郷主意ナードガウンダのナルシングラーオ・ビヤースラーオ

Narsingrao　Vyasraoは，城の周辺のチャウキー（駅）を巡回した［SCS：VI－2］。バン

カープール・サルカールの喪主兼郷書記兼ナードガウンダのデーオージー・ハヌマラスは，

ヌルヴィーNulv1村のジャーギールダールの従者が反抗を起こしたとき，鎮圧に協力した

［SCS：VI一　10］。バダヴィ一城区のマハジャン（市場書記）のシヴァー・パンディットは，

城と駅の警備を行った［PSIH：V一　153］。

　ガダグ郡の郷主兼バダヴィー郡のナードガウンダであるシュリーニヴァース・ヴェンカタ

ドリーに対しては，シヴァージーが荒廃させた，カダーKada村ほか4力村を彼の管轄下に

置いたので，繁栄させるように命令が出された［SCS：VI一　26］。

　ザミーンダールは支配下の地域を荒廃させる者があれば，それを園家に対して訴えて，裁

判の際には郷書記などとともに調べに応じたり，原告として出廷しなくてはならなかった

［MA：325－327；SDA：89－90］．

　3　貢納金

　アーディル・シャーヒー王国時代の在地世襲役人は国家に対して貢納金を収めていたが28），

ムガル期のザミーンダールも貢納金をムガル帝国に対して収めていた。例えば，アンバル郡

のザミーンダールたちから貢納金を集めるために，テナージー・ベグChiRajl　Begが任命さ

れた［SDA：3］。

　シャー・ジャハーン帝時代には，ラージャ・ペフラ・ザミーンダールRaja　Pehra

Zamindarが象を雄雌一頭づっ貢納金がわりに上納した　［SJD：no．4283。さらに，ジャー

27）彼には5マールmal（藤積単位）のイナーム地　［SCS：VI－81，82，84］，ボミガッティー

　Bhomigattl村とベトゥールBetur村［SCS：VI一　83］，イェテマードプールYetmadpUr　・ペー

　ト，イブラーヒームプール王brahimp6r・ペート　［SCS：V王一　77］がイナームとして与えられた

　（これらの地名の位置は不明）。

28）　カルナータカの22の地域のザミーンダールたちは，アーディル・シャーヒー王国に対して総額

　452561649ルピーの貢納金を払っていた［BS：347］。ザミーンダールはクトゥブ・シャーヒー王

　国支配丁でも，王に対してさまざまな贈り物を贈っていた［SWD：12－15］。
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ミラJamiraのザミーンダールからの貢納金20600ルピーは，皇子アウラングゼーブの公庫

に受領された［SJD：no，514］。チャーンダChandaのザミー一一ンダールは，4000ルピーをア

ゥラングゼーブのために貢納した。彼の代官はテリンガナTelinganaから，1000ルピーを

（首都に）送った〔S∫D：no．　493，　494］　29）。

　また，カンデーシュ州のバグラーナBaglana・サルカールのジャーギールダールたち，

ザミーンダールたち，郷主だち，郷書記たちに対して，マンゴーの季節にはバグラーナのマン

ゴーを御前に送るように命令が出された［SWD：98］。ラームギルRamg1r郡の郷主だちは，

真珠500ルピー分とアラブ馬一頭とシルクの服四着を贈るように命じられた［SWD：95］。

　この他にも，ザミーンダールは王に拝謁するときや，勅令を受け取るときに金貨などを

贈った［PSIH：VI一　337，446，477］。

　貢納金は講和の条件として課せられることがあった。ジャラール・ハーン・カーヵル

Jalal　Khan　KakarがシールガーオンShelgaonのザミーンダール，　ウダーイ・ラージュ

Udai　R巨1を包囲して戦ったときには，最終的にザミーンダールが講和を求めて，1000ル

ピーの現金と馬を払った［SWD：57］。

　また，トリンバク郡の郷無職を，カーシー・デーシュムクKashi　Deshmukhという人物

が奪ったときには，元の所有者であるバシール・ベグBashlr　Begとラグヌーナト

RagnaRathが宮廷に来て，戻してくれるように請願を行った。それに対して，貢納金を彼

らが全額払えるのなら，戻すように命じられた［SjD：no．493，4943。

　4　徴税

　トルガルのザミーンダールらがマラーターのヒンドゥーラーオ・ナラヤンと共謀して，

ビージャープール州バンカープール郡とフブリー郡を荒らした時には，ザミーンダールたち

とパタンセティー（市場長）と村長と農民に対してカウル・ナーマ（保証書）が発行され，

農民たちには税金を払う余力が金くないので，税の査定を免除して，町や村の農民を安心さ

せて，耕作をさかんにするように命じられた［SCS：VI－11］。

　マンサブダールたちにジャ一骨ールが与えられる場合には，パルワーンチヤparwancha

（命令書）という書類が発行されたが，その文章には必ず，「（その地域の）郷主だちと郷書記

たちと村長たちと農民たちは，上記の彼（瓢ジャーギールを与えられた人物）を上記の額の

（；与えられた税額）ジャ一眠ールダールと知って，mal　wajib玉3。）とhoqgq－e　diwani3i）の

記述を正確に保っために責任を負って，過失のないようにせよ」という文句が加えられた32）。

29）　チャーンダのザミーンダールの貢納金はマンサブダールに与えられた［PSIH：VI一　104〕。

30）　正規の税金［MA：362］◎

31）　財務的な義務〔MA：362］。

32）　ジャーギールに関する文書は非常に沢山あるが，そのうちzaBEII三など在地世襲役人の名前が書か

　れたパルワーンチャは以下の適り［S∫D：no．3，305　A，109，363，367，385，471，555　A，555　B，551，

　467　；　SDS　：　4一　19，　23　一　24，　147　一　150，　158　一　16e　1　MA　：　34，　36　1　SDA　：　15　一　16，　21　一　22，　25　一　26，　42　一　43］．
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　ラクシュメーシュワル郡の園主ハーン・ガウンダに対しては，マラーター軍がその地域を

荒らした際には，税金17500ルピーのうち，トルガルなどの税金800ルピーを除いて，

16700ルピーを1年間免除して，翌年払うように命令が出された［SCS：VI－97］。同様に，

ガダグ郡のデーサーイー兼バダヴィ一等のナードガウンダであるシュリーニヴァース・ヴェ

ンカタドリーに対しても，シヴァージーが荒らした4力村の税金を1年間免除するが，次年

から払うように命じられた［SCS二V王一26〕。

　ホージャ・タリカムダースKh6ja　Tarikamdasが，　バグラーナ・サルカールのディー

ワーン（財務長富）の代官に任命された際には，郷主だちとカーヌンゴー33）たちと村長たち

に対して，彼の言葉に従って書類を送り，農業をさかんにするように命令が出された

［SWD：94　一　95］。また，税収の増減を調査するためには四目や郷書記が書いた書類が使わ

れた［Sjl）：no．4］。

　ヴァルガルブ郡の郷主だちは，郡の税収が増加していることを，アウラングゼーブに報告

した［SJD：itO．　3980］。

VIザミーンダールの反抗

　ザミーンダールは常にムガル帝国に対して恭順だったわけではなく，反抗する者も存在し

た。かれらは，道路を切断したり［SWD：97］，ターナを襲ったり［PSIH：VI一　62］，騎兵

を雇って軍隊を増強するなどした［PSiH：VI一　489］。また，以前からマンサブを与えられ

ていたにもかかわらず，御前に呼ばれても行かずに，近隣の村を略奪する者もあった

［PSIff　：　VI一　475］．

　チャーンダのザミーンダールのラーム・シングが勝手に約40000騎の，アフガン人とモン

ゴル人からなる騎兵を雇った際には，彼を征討するように国家から命令が出された［PSIH：

VIH　489］o

　ハイダラーバード州のナンデルNander・サルカルのワルワルVarval郡の郷主ダーワル

Dawalは，カウラスKaulas郡の願主サブハーニーSabhanIと共に村を荒廃させた［SWD：

15］。バンカープール・サルカールのナシーラーバード郡に，ジャーギールダールの粥柱と

してシュリーニヴァース・ラーオShrinivas　Raoが派遣された際には，郷主と郷書記がそ

の妨害を行った［SCS；VI一　3］。マハーガーオンMahagaOnでは，ザミーンダールのドン

ガリーDhongariが反抗した［SWD：57］。

　ザミーンダールは積極的にマラーター王国に協力した。フブリー郡では，ザミーンダール

のチャウギルドChaugirdやトルガルのザミーンダールのリンがLingaが，マラーター軍

33）カーヌンゴーとは，村の徴税役人を主にさす［WiHson　1885：380〕。
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のヒンドゥーラーオ・ナラヤンと共謀して，地域を荒らして荒廃させた［SCS：VF　i1］。

　ラクシュメーシュワル郡の郷主ケチャン・ガウンダは，1703年にマラーター王国の配下

に入って，トルガル郡の郷主リガッパーLigappaの反抗を鎮圧したが［SCS：VI一　86］，そ

の後ムガル帝圏に服属して，1704年にはムガル帝国から保証書を与えられた　［SCS：V王一

87，88］。1707年には再びマラ一蹴ー王国に戻って，リガッパーを鎮圧して，リガッパーの

郷主職とナードガウンダ職を与えられた［SCS：VI一　89，90］。シュプール暦1114年ズー・

アル・ヒッジャ月24日置（西暦1714年1月1日），彼は再びムガルに服属し，サルナードガ

ゥンダ職を与えられたが　［SCS：VI一　91］，その後，マラーターの保護を求めて，マラー

ターのマムルカットダールのヒンドゥーラーオ・ゴールパデーHiRdarao　Gh6rpadeの配下

に入った［SCS：VI－92－96］。

　彼の後継者のハーン・ガウンダ（5世）は，ヒジュラ暦1139年ラマザーン月6日（西暦

1727年4月17日）に，ムガル帝国から保証書を発行してもらい，税金を1年間免除された

［SCS：VI－97］。しかし，彼の後継者のケチャン・ガウンダ（6世）は，マラーター王国

コッパル城区のスーバダール（長官）であるクリシュナージー。ラ一揃・モーレーに忠誠を

誓った［SCS：VI一　99］。

お　わ　り　に

　ムガル帝国支配下のデカン地方において，ザミーンダールと呼ばれた階層の特徴について

まとめると，以下のようになる。（1）ザミーンダールという言葉は，ムスリム，ヒンドゥー

の在地有力者および在地世襲役人層を指した。（2）彼らはさまざまなランクのマンサブを

与えられており，均質な階層ではなかった。（3）彼らにはジャーギールやイナームのほか

に，得分権としてのサルデーサーイ　一waやそれに付随するイナームが授与された。（4）彼：

らは軍役，治安維持，徴税などの職務を果たし，貢納金を払った。（5）彼らの中にはムガ

ル帝国に対して反抗を起こし，マラーター王国に服属する者も存在した。

　このように，ムガル帝国支配下のデカン地方におけるザミーンダールは，アーディル・

シャーヒー王国時代から存在する在地世襲役入層や，ヒンドゥー，ムスリムの在地有力者層

を含み，北インドのザミーンダールに比べると，性格の曖昧な階層であった。ムガル帝国の

支配者はそのデカン支配にあたって，多様な在地有力者層に依存せざるをえず，彼らを一括

してザミーンダールと呼んだのである。それは，ムガル帝国の支配期間が比較的短期であり，

その支配が在地にまで深く浸透しえなかったこと，マラーター王国が興隆して，在地世襲役

人層を自己の側に組織したことなどによるものと考えられる34）。

34）J．F．　Richardsも，ムガル帝国のデカンにおける支配は，ジャーギール制度の維持や，ナーヤ

　カ（地方首長）の活用に失敗し，対マラーター戦争に勝利できず，失敗に終わったと結論付けて

　いる［Richards　1975］。
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（本稿は2004年7月に東京都立大学に提出した博士論文の第2章に加筆，

のである。）

訂正を加えたも
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